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摘 要

ニホンウサギコウモリ（Plecotus auritus sacrimontis）の

出産保育コロニーの構造を明らかにすることを目的と

し，本州中部の 4ヶ所のコロニーで最長 5年間の標識再

捕獲調査を行った．出産保育コロニーの構造として，齢

構成，コロニーサイズとその年次変化，性比および出生

コロニーへの帰還率について解析した．また，初産年齢

および齢別繁殖率についても解析した．本調査地におけ

るニホンウサギコウモリの出産保育コロニーは，母獣と

幼獣（当歳獣）による7～33個体で構成されていた．ま

た，各コロニー間でコロニーサイズやその年次変化に違

いがみられた．幼獣の性比（オス比）は，4ヶ所のコロ

ニー全体で54.2％であり，雌雄の偏りはみられなかった

が，満 1 歳以上の未成獣個体を含む成獣の性比は 1.0％

とメスに強い偏りがみられた．オスの出生コロニーへの

帰還率は，全コロニーでわずか3.6％（2/56）であった．

一方，メスの翌年の帰還率は，4ヶ所のコロニーでそれ

ぞれ高い順に78.9％，63.6％，16.7％，0％であった．初

産年齢は満 1歳または満 2歳で，すべてのコロニーを合

算した帰還個体の齢別繁殖率は，満1歳で50％（12/24），

満2歳で100％（13/13）であった．また，満2歳以上の

メスは全て母獣であり，出産年齢に達した後は毎年出産

し続けていることが確認された．

は じ め に

季節的な繁殖周期を持つコウモリ類では，出産の時季

に成獣メスが特定の繁殖地に集合してコロニーを形成

し，ほぼ一斉に出産保育を開始することが知られてい

る（Bradbury 1977；Tuttle and Stevenson 1982；船越1988）．

このようなコロニーは出産保育コロニーと呼ばれ，血

縁的母系集団または非血縁的集団のどちらかで形成さ

れるが，コロニーサイズの小さい温帯性コウモリでは

血縁的母系集団を形成する傾向がある（船越1991）．国

内における長期的な標識再捕獲調査に基づく出産保育

コロニーに関する研究としては，キクガシラコウモリ

（Rhinolophus ferrumequinum）（庫本1977；庫本ほか1988；

Sano 2000a, b；佐野 2001），モモジロコウモリ（Myotis

macrodactylus）（庫本ほか1978，1988；庫本・内田 1989），

ユビナガコウモリ (Miniopterus fuliginosus）（Funakoshi

1986），ノレンコウモリ（Myotis nattereri）（庫本ほか1988；

Funakoshi 1991）などがある．キクガシラコウモリやノ

レンコウモリの出産保育コロニーでは母系集団であ

ることや，メスは成熟後，出生地に忠実に帰還する傾

向があることなどが明らかにされている（庫本 1977；

Funakoshi 1991；佐野 2001）．一方，雌雄混合の出産保

育コロニーを形成するモモジロコウモリや，大規模な

コロニーを形成するユビナガコウモリの出産保育コロ

ニーは非母系集団であることが報告されており（庫本ほ

か1978；Funakoshi 1986），種によって出産保育コロニー

の構造は異なる．

ウサギコウモリ（Plecotus auritus）は温帯に棲息する

食虫性コウモリであり，ヨーロッパ，モンゴル，中国東

北部，インド北部などユーラシア大陸に広く分布する

（Swift 1998；前田2005）．また日本においては，北海道，

本州および四国での分布が知られ，大陸産のウサギコウ

モリと区別し，日本固有亜種のニホンウサギコウモリ

（Plecotus auritus sacrimontis）に分類される場合もある

（Yoshiyuki 1989）．以下，コウモリ類の学名および和名は

前田（2005）に従ったが，日本に棲息するウサギコウモ

リを限定して示す場合は，世界に分布するウサギコウモ
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リと区別し，固有亜種名のニホンウサギコウモリと記す．

ウサギコウモリが出産保育コロニーを形成する場所

は，主に樹洞や洞穴とされているが，家屋や地下室な

どの建造物やバットボックスなどでの確認例が多く，

人工建造物を他種より好んで利用するといわれている

（Entwistle et al. 1997；Swift 1998）．出産保育コロニー

のコロニーサイズは，コウモリ類の中でも比較的小規

模な 10 ～ 30 個体程度が一般的とされている（Swift

1998；Entwistle et al. 2000）．メスは初夏に1子を出産し

（Swift 1998），初産年齢は満 2 歳以上と報告されている

（Stebbings 1966；Swift 1998）．ヨーロッパにおけるウサ

ギコウモリの出産保育コロニーは，成獣メス，成獣オス

および幼獣で形成され（Heise and Schmidt 1988；Entwistle

et al. 2000；Burland et al. 2006），成獣の性比と緯度との間

に関係があることが示唆されている（Entwistle et al.

2000）．また，出生した出産保育コロニー（以下，出生し

た出産保育コロニーが明らかな場合は出生コロニーと記

す）に対し，忠実に帰還する傾向を示すことが知られて

いる（Stebbings 1966；Boyd and Stebbings 1989；Entwistle

et al. 1997，2000；Burland et al. 2001，2006）．Entwistle et

al.（2000）は，15年間の標識再捕獲調査から，隣接する

他の出産保育コロニー間の移動は全体の 1％以下であっ

たこと，そしてその移動距離はすべて 300m以内であっ

たと述べており，雌雄共に出生コロニーへ忠実に帰還す

ることを明らかにしている．

ニホンウサギコウモリにおいては，出産保育コロニー

の形成場所として洞穴（Yokoyama and Uchida 1979；横山

1992,1993 など）と人工建造物（向山 2000；出羽・小菅

2001；百年の森ファンクラブコウモリ調査グループ

2001；根室市教育委員会 2001；近藤ほか2002；河原ほか

2004；佐々木ほか 2006；芹澤 2006 など）での報告があ

る．また，出産保育コロニーのコロニーサイズは，東北

地方の別の洞穴で 30 個体（横山 1992），およそ 50 個体

（横山 1993），および人工建造物で 30 個体前後（向山

2000），北海道においてはすべて人工建造物で，小さい順

に21個体（芹澤 2006），23個体（河原ほか2004），30個

体前後（出羽・小菅 2001），35 個体（百年の森ファンク

ラブコウモリ調査グループ 2001），38 個体（根室市教育

委員会 2001）および126個体（佐々木ほか2006）などが

報告されている．しかし，出産保育コロニーにおける齢

構成や性比などを明記した報告は極めて少ない．ニホン

ウサギコウモリの出産保育コロニーを調査した横山

（1992）は，出産保育コロニーが成獣メスと幼獣から構成

されること，そして年 1産 1子であることなどを述べて

おり，また，河原ら（2004）は，同一個体が複数年同じ

コロニーで繁殖していることを述べている．しかし，出

産保育期における具体的な齢構成や出生コロニーへの帰

還の程度および初産年齢などについては明らかにされて

いない．さらに，ニホンウサギコウモリの出産保育コロ

ニーについての報告は北海道や東北地方に偏り，本州中

部以南の報告が不足している．

本研究は，本州中部地方の出産保育期のニホンウサギ

コウモリを対象として標識再捕獲調査を行い，出産保育

コロニーの齢構成，コロニーサイズとその年次変化，性

比，出生コロニーへの帰還率および初産年齢について明

らかにすることを目的とした．

調 査 地

本州中部地方，静岡県および山梨県の富士山山麓およ

び南アルプス山麓の 4ヶ所を調査地とした．以下，調査

対象コロニーを調査地順に A，B，C，D と表記する

（Fig. 1）．Aコロニー（標高1,360m）は富士山東側山麓，

静岡県駿東郡小山町須走に位置する無人の平屋家屋の室

内に形成されていた．ここは1977年よりニホンウサギコ

ウモリが出産保育期にコロニーを形成していた記録があ

る（高橋ほか1987）．周囲はブナ（Fagus crenata），ミズ

ナラ（Quercus monogolica var. grosseserrata）などの広葉

樹林に囲まれている．Bコロニー（標高 1,540m）は富

Fig. 1. Study areas in Shizuoka and Yamanashi Prefectures, central

Japan. Black circle ( ) indicates locations of colonies of Plecotus

auritus sacrimontis in summer. Roost types of colonies are follows;

A: house, B, cave, and C, D: cellars.
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士山南西側山麓，富士宮市富士山二合目に位置する自然

洞穴内に形成されていた．洞穴の幅は約 5m，奥行きは

約 4m，高さ約 4mと浅く小規模な洞穴である．周囲は

ブナ，ミズナラ，ウラジロモミ（Abies homolepis）など

の混交林に囲まれている．Cコロニー（標高1,410m）は

南アルプス南部山麓，静岡市井川に位置する公園内の建

物の地下室内に形成されていた．ここは1998年よりニホ

ンウサギコウモリが出産保育期にコロニーを形成してい

た記録がある（三宅 2005）．周囲はカラマツ（Larix

leptolepis）人工林のほか，ウラジロモミ，ブナなどの混

交林に囲まれている．Dコロニー（標高 890m）は南ア

ルプス東側に位置する櫛形山山麓，山梨県南アルプス市

上市之瀬にある公園内の建物の地下室内に形成されてい

た．周囲はヒノキ（Chamaecyparis obtusa）を中心とした

人工林のほか，一部コナラ（Quercus serrata）などの広葉

樹林も残る．各コロニーは相互に10 km以上離れている．

方 法

1．標識調査

出産や保育の妨げとならないように，全個体の捕獲調

査は原則として年 1回とした．なお，捕獲に際しては日

本哺乳類学会の哺乳類標本の取り扱いに関するガイドラ

インに従った（日本哺乳類学会種名標本検討委員会

2001）．捕獲調査期間はメスの出産が終了し，幼獣の前腕

が成獣と同じ程度に発育する 7月中旬から 8月中旬の間

とした．また，コロニー形成と下腹部が膨らんだ妊娠個

体の有無を確認するために，6月下旬から 7月上旬に目

視観察または一部の個体の捕獲を行った．調査期間は，

標識開始年度も含め，Aおよび Bコロニーでは 2003 年

から 2007 年までの 5年間，Cコロニーでは 2004 年から

2007 年までの 4年間，Dコロニーでは 2005 年から 2007

年の3年間であった．

捕獲調査はすべてコウモリが休息中の昼間に行い，A，

CおよびDコロニーでは出入口を扉またはナイロン製の

布で塞ぎ，Bコロニーでは洞口にナイロン製ネットを張

り，全個体を捕獲した．

捕獲個体は性別および齢別を調べ，さらに繁殖状況の

確認および体重と前腕長の計測を行った．その後，番号

が刻まれた標識バンド（直径2.9mm；Split Metal Bat Rings,

Porzana Ltd. UK）を前腕に装着した.処置後は速やかにす

べての個体を捕獲場所へと放逐し，元の休息場所で落ち

着くことを確認して調査終了とした．初回捕獲調査以降

も同様にコロニー内の全個体を捕獲し，再捕獲個体は標

識ナンバーと繁殖状況を確認して再放逐した．標識のな

い個体は新たに同様の測定と標識の装着を行った．

性別については陰茎の有無により判定した．調査年に

生まれた満 1歳未満の幼獣（当歳獣）と満 1歳以上の個

体の区別については，Racey（1974）および吉行（1975）

に基づいて中手骨と指骨間の骨化状況から判別を行い，

両骨が骨化せずに遊離している個体を幼獣とした．骨化

が認められたメス個体（満1歳以上の個体）については，

成獣と未成獣に分けた．乳頭が突出し周辺部の被毛が無

い状態のものを授乳中または授乳後と判定して母獣，す

なわち性的に成熟した個体（成獣）とした．一方，乳頭

が被毛に覆われて突出していないものについては，外観

上は未成熟メスか過去に出産経験がありながらその年は

出産しなかった成獣メスかは区別できないが，Appendix 1

に示したとおり，過去に出産経験がありながら非妊娠個

体として帰還したものはなかった．よって非妊娠メスは

すべて未成熟メスであった．オスについては，精巣のサ

イズなどから性成熟の有無を判定することはできなかっ

た．幼獣時に標識を行った個体については，再捕獲時の

バンドナンバーより年齢を求めた．

本研究における対象動物の捕獲は，環境省自然環境局

南関東地区自然保護事務所より交付された鳥獣の捕獲等

または鳥類の卵等の採取等許可証平成 15 年第 5-85号 ,

平成16年第 5-66号，平成17年度第 5-21号，同第 5-111-

17号，平成18年度第 060614002号，同第 060316004号，

平成19年度第 070703002号，同 070628014-4号に基づい

て実施された．

2．齢構成およびコロニーサイズとその年次変化

コロニー内の全個体を対象とし，オス，母獣，未成獣

メス，幼獣オスおよび幼獣メスの個体数を求め，コロニー

内の齢構成およびコロニーサイズとその年次変化を調べ

た．

3．性比

性比は全調査期間を通して，全コロニーの合計より成

獣と幼獣の別で求めた．ここでは既報文献との比較を行

うため，満 1歳未満の個体を幼獣，満 1歳以上の個体を

成獣として扱った．性比の検定には二項検定を用いた．

4．コロニーへの帰還率

出生コロニーおよび出生年が明らかである幼獣時に標

識を行った個体のみを解析対象とし，かつ標識開始個体

数がコロニーあたり 4 個体以上の場合のみ，出生コロ

ニーへの帰還率を次式より求めた．
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rxy(%)＝ ×100　

ここで rは帰還率（％），xは標識を行った年，yは幼獣

の年齢，Bは標識を行った幼獣の個体数，Rは再捕獲さ

れた個体数をそれぞれ示す．すなわち，帰還率（rxy）は

標識開始 x年に生まれた個体の満 y歳における帰還率と

なる．なお，標識バンドの脱落はなかったものと考えた．

5．初産年齢と齢別繁殖率

各コロニーにおける齢構成に基づき，幼獣時から標識

されている年齢が明らかな個体データから初産年齢と齢

別繁殖率を求め，コロニーごとに算出した.

結 果

2003年から2007年の5年間の調査で，計 200個体（オ

ス 65 個体・メス 135 個体）を捕獲し，すべてに個体標

識を行った．2006 年までに全コロニーで標識を行った

172個体（オス56個体・メス116個体）のうち，60個体

（34.9％）が翌年以降に 1 回以上再捕獲された．コロ

ニー別の再捕獲率は，Aコロニーで 50.0％（30/60），

B コロニーで 25.5％（12/47），C コロニーで 37.5％

（15/40），およびDコロニーで12.0％（3/25）であった．

A，CおよびDコロニーにおいては6月下旬から7月上旬

に実施した目視観察と一部の個体の捕獲調査によって，

7月上旬までにコロニー形成および妊娠個体が確認され

た．一方，Bコロニーにおいては 7月上旬にはコロニー

は形成されておらず，妊娠個体を確認できなかった．ニ

ホンウサギコウモリは 1ヶ所に全個体が集まり群塊を形

成していた．

1．齢構成

A，CおよびDコロニーで母獣および幼獣が毎年確認さ

れた（Table 1）．一方，Bコロニーではすべての調査年で

母獣は確認されたが，2007年調査では幼獣は確認されな

かった（Table 1）．未成獣メスはA，BおよびCコロニー

で確認された（Table 1）．幼獣以外のメス全体に占める

未成獣メスの割合は，A，Bおよび Cコロニーでそれぞ

れ平均 15.2％，4.7％，14.5％であった．一方，Dコロ

ニーでは未成獣メスは確認されなかった（Table 1）．す

べてのコロニーにおいて，過去に出産経験がありながら，

その年に出産していない個体は確認されなかった．

Aコロニーの2004年調査およびCコロニーの2006年調

査では，そのコロニーで前年に生まれた満 1歳のオスが

それぞれ 1個体ずつ混成した（Table 1）．すべてのコロ

ニーにおいて，満2歳以上のオスは確認されなかった．

2．コロニーサイズとその年次変化

それぞれのコロニーサイズの範囲は，Aコロニーが17–

33個体（n＝5），Bコロニーが3–25個体（n＝5），Cコロ

ニーが12–31個体（n＝4），Dコロニーが7–18個体（n＝3）

であった（Table 1）．

コロニーサイズの年次変化はそれぞれのコロニーで異

なるパターンを示した（Table 1）．Aコロニーは隔年ごと

に増減がみられた．2006年には調査対象コロニーの中で

最も個体数が多い 33 個体が確認された．Bコロニーは，

2005 年の 25 個体をピークとした山型を呈した．調査期

間が4年間である Cコロニーは増加傾向がみられ，2007

年には30個体を越えた．調査期間が3年間であるDコロ

ニーは，調査開始年以降，個体数は減少傾向にあった．

BおよびDコロニーでは，コロニーサイズが10個体以下

となる年があった（Table 1）．

R
y

B
x

------
Table 1. Colony composition and colony size of four colonies in

Plecotus auritus sacrimontis

Colony
Year

2003 2004 2005 2006 2007

A

Male 0 1 0 0 0

Mother 8 14 15 18 12

Immature female 1 5 2 2 2

Infant
Male 4 5 5 7 2

Female 4 6 3 6 4

Total 17 31 25 33 20

B

Male 0 0 0 0 0

Mother 10 6 13 9 3

Immature female 0 0 2 0 0

Infant
Male 1 2 6 3 0

Female 1 3 4 4 0

Total 12 11 25 16 3

C

Male — 0 0 1 0

Mother — 6 10 13 18

Immature female — 1 2 2 3

Infant
Male — 2 4 5 6

Female — 3 5 3 4

Total — 12 21 24 31

D

Male — — 0 0 0

Mother — — 9 3 3

Immature female — — 0 0 0

Infant
Male — — 7 5 1

Female — — 2 0 3

Total — — 18 8 7
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3．性比

それぞれのコロニーにおける成獣および幼獣の性比

（オスの割合）を Table 2に示す．なお，方法で記したよ

うに，ここでの成獣は性的に未成熟な個体も含んでいる．

全コロニーを合計して求めた成獣の性比（成獣全個体に

占めるオスの割合）の平均は 1.0％であり，メスの割合

が有意に高かった（P＜0.001）．コロニー別では，A，B，

CおよびDコロニーでそれぞれ1.3％，0％，1.8％および

0％であり，すべてのコロニーにおいてメスの割合が有意

に高かった（P＜0.001）．

一方，全コロニーを合計して求めた幼獣の性比（幼獣

全体に占めるオスの割合）の平均は54.2％であり，性比

の偏りは認められなかった．コロニー別では，A，B，C

および Dコロニーでそれぞれ 50.0％，50.0％，53.1％，

および72.2％であり，すべてのコロニーにおいて幼獣の

性比の偏りは統計的に有意ではなかった．

4．幼獣の出生コロニーへの帰還率

帰還率には雌雄差があり，またコロニー間における幼

獣メスの出生コロニーへの帰還率に違いがみられた．

幼獣オスはAおよびCコロニーにおいて翌年に1個体

ずつの帰還が2例確認された．これは2006年までに全コ

ロニーで標識を行った幼獣オス 56 個体のうちの 2 個体

（3.6％）に過ぎなかった．一方，幼獣メスにおいては

2006年までに標識を行った幼獣メス44個体のうち24個

体（54.5％）が翌年以降に1回以上帰還した．

幼獣メスにおける出生翌年の出生コロニーへの帰還率

については，Aコロニーで 78.9％（15/19 個体，範囲：

66.7–100％，5年間），Bコロニーで16.7％（2/12個体，

範囲：0–50％，5年間），および Cコロニーで63.6％（7/

11個体，範囲：40.0–100％，4年間）であった（Table 3）．

Dコロニーでは3年間で幼獣メスの標識個体数は2個体で

あったため帰還率として算出していないが，翌年以降の

帰還個体は確認されなかった（Table 3）．

Table 2. Percentage of males in each colony

Colony
Number of recaptured bats Percentage 

of males (%)

Binom test 

PMale Female Total

Adult

A 1 79 80 1.3 <0.001

B 0 43 43 0 <0.001

C 1 55 56 1.8 <0.001

D 0 15 15 0 <0.001

Total 2 192 194 1.0 <0.001

Infant

A 23 23 46 50.0 1.0000

B 12 12 24 50.0 1.0000

C 17 15 32 53.1 0.8600

D 13 5 18 72.2 0.0962

Total 65 55 120 54.2 0.4114

‘Adult’ indicates individuals more than one year old.

Table 3. Number of recaptured bats by age in female Plecotus auritus sacrimontis banded in infant stage at each colony. Numer-

als in parentheses indicate returning rates

Colony Birth year B
Age

1 2 3 4

A

2003 4 3 (75.0%) 3 (75.0%) 3 (75.0%) 2 (50.0%)

2004 6 5 (83.3%) 5 (83.3%) 3 (50.0%) —

2005 3 3 1 — —

2006 6 4 (66.7%) — — —

Total 19 15 (78.9%) — — —

B

2003 1 0 0 0 0

2004 3 0 0 0 —

2005 4 0 0 — —

2006 4 2 (50.0%) — — —

Total 12 2 (16.7%) — — —

C

2004 3 2 2 2 —

2005 5 2 (40.0%) 2 (40.0%) — —

2006 3 3 — — —

Total 11 7 (63.6%) — — —

D

2005 2 0 0 — —

2006 0 — — — —

Total 2 0 — — —

Return rate (r) was calculated as r=R/B×100 where B was the number of females banded as infants in each natal colony, and R was

the number of those females recaptured subsequently there. We did not calculate r unless B was more than three.
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5．初産年齢と齢別繁殖率

全コロニーにおいて，満 1歳での初産個体は 12 個体，

満 2 歳での初産個体は 9 個体確認された（Table 4）．な

お，満3歳以上で初産の個体は確認されなかった．

満1歳で出生コロニーに帰還したメス24個体のうち12

個体が母獣であり，その齢別繁殖率は50％となった．満

2歳で帰還したメス13個体のすべてが母獣であり，その

齢別繁殖率は 100％となった．満 3 歳以上については例

数が少ないものの，帰還したメスは全て母獣であった（満

3歳，8個体；満4歳，2個体）．一方，繁殖可能年齢に達

した個体はその後も毎年出産し続けていた（Appendix 1

参照）．最長の記録として，年齢が確認できる個体では，

繁殖可能年齢に達した後，3 年間毎年出産していた

（Appendix 1参照）．また，標識時にすでに母獣であった

2個体は5年間毎年出産していた（Appendix 1参照）．

考 察

1．コロニーの安定性

出産保育期におけるウサギコウモリは，出生コロニー

に忠実に帰還する生態を持ち，安定したメンバー構成で

出産保育コロニーを形成しているとされている

（Stebbings 1966；Boyd and Stebbings 1989；Entwistle et al.

1997，2000；Burland et al. 2001，2006）．しかし一方で，

Heise and Schmidt（1988）やBoyd and Stebbings（1989）は，

限られたコロニーエリア内において少数ながらも隣接し

たコロニー間の移動を報告している．本研究の 4つの出

産保育コロニー間において，齢構成やコロニーサイズ，

帰還率には相違がみられ，2つのパターンが示された．ま

ず，Aおよび Cコロニーは，調査期間中は毎年，母獣，

幼獣そして未成獣メスで構成されており，幼獣メスの翌

年の平均帰還率がそれぞれ78.9％，63.6％と比較的帰還

率の高いコロニーであった．Altringham（1996）による

と，グリーニングという採餌形態を持つウサギコウモリ

は，より安定したメンバー構成を維持することでコロ

ニー内での情報交換を円滑にし，群れで採餌することで

採餌成功率を上げていると考えられている．これに対し

て，BおよびDコロニーでは，基本的には母獣と幼獣か

ら構成されているものの未成獣メスの混成は稀で，コロ

ニーサイズは10個体以下となることもあり，その年次変

化も大きく，帰還率も低かった．Dコロニーについては

調査年数が少ないため明確なコロニー構造を考察できな

いが，Bコロニーについては，7月上旬までにコロニー

が形成されず，また一度も妊娠個体が確認されていない

ことから，出産直前にコロニーが形成されるか，または

出産場所として利用されていない可能性が考えられる．

これらの帰還率の低いコロニーの存在は，出産保育期に

おいても，隣接する複数のコロニー間を移動する可能性

を示唆している．Entwistle et al.（2000）は，ウサギコウ

モリのコロニーにおける個体群構造にはメタ個体群モデ

ルが当てはまり，安定性の低いサブグループも存在する

と指摘している．これらのサブグループの存在は集団内

の個体の無差別交配を生み，遺伝子交流を促すための個

体群構造のひとつと考えられている．本調査は年 1回の

調査であったため，年間を通しての季節変化や短期間の

移動について調査されていない．コロニーへの帰還率に

ついての詳細な解明には，移動の可能性を考慮したさら

に短い間隔での定期的な標識調査が必要である．

2．齢構成および性比

本調査地における出産保育期に形成されたニホンウサ

ギコウモリの出産保育コロニーは，母獣と幼獣によって

構成されており，未成獣メスも混成するコロニーもあっ

た．幼獣の出生コロニーへの帰還率についても雌雄間に

相違があり，メスが出生コロニーに帰還することが確認

されたが，オスが出生コロニーに帰還することは稀で

あった．また，メスは未成獣メスであっても出生コロニー

に帰還していた．これらの結果は，ニホンウサギコウモ

リが形成する出産保育コロニーが血縁的母系集団に該当

することを示している．一方，幼獣の性比をみると，雌

雄には偏りがみられなかったことから，オスは生まれた

年のみ出生コロニーを利用し，翌年以降は分散または死

亡により出生コロニーに帰還しないと考えられる．一般

的に哺乳類の成獣オスは繁殖の競争を避けるため単独で

生活するものが多い（Greenwood 1980）．ニホンウサギコ

ウモリについても夏季における同一コロニー内での複数

の幼獣以外のオスの報告は知る限りなく，単独で生活し

ている可能性が高いと考えられる．以上の結果から，母

獣と幼獣という基本構成がニホンウサギコウモリの出産

保育コロニーとして定義され，未成獣メスがこれに加わ

Table 4. Age at first pup-birth and distribution of females in each

colony

Colony
Age at first pup-birth

1 2

A 7 6

B 2 0

C 3 3

D 0 0

Total 12 9
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ることも明らかになった．これらの結果は雌雄ともに出

生コロニーに忠実に帰還し，雌雄が同一コロニーを形成

するとされる Stebbings（1966）や Entwistle et al.（2000）

のヨーロッパのウサギコウモリに関する報告とは相違が

みられ，出産保育コロニーの構成は亜種間で異なること

が示唆された．

ウサギコウモリのコロニーにおける成獣の性比に関し

ては，季節変化および緯度との関係が示唆されており，

春から冬に温度が低下するに従い，そして高緯度なほど

コロニー内の成獣オスの割合が高くなる傾向が指摘され

ている（Entwistle et al. 2000）．これは低温になると餌資

源が減って採餌場所が限られ，オスはメスと同じコロ

ニーを共有するためと考えられている（Entwistle et al.

2000）．夏季のウサギコウモリのコロニーにおける性比

（オス比）と緯度との関係を示した Entwistle et al.（2000）

の報告では，北東スコットランド（57.1°N）で44％，イ

ングランド中部（52.4°N）で 38％，南部（50.6°N）で

33％，スペイン（40.9°N）で10％であった．本調査地の

緯度は，北限であるDコロニーで35.6°N，南限である C

コロニーで35.2°Nであり，全コロニーの成獣の性比（オ

ス比）の平均は1.0％（範囲 0–1.8％）と極めて低い結果

であった．このようなコロニー内の成獣における性比の

違い，つまり雌雄間での出生コロニーへの帰還率の違い

は，本調査地がウサギコウモリの分布域の中でも南方に

位置することが関係していると推察される．

3．コロニーサイズ

本調査地におけるニホンウサギコウモリの出産保育コ

ロニーは，母獣と幼獣により7～33個体で構成されてい

た．ヨーロッパのウサギコウモリにおいては，コロニー

サイズは10～ 30個体が一般的と報告されており（Swift

1998；Entwistle et al. 2000；Burland et al. 2006），本研究結

果と一致する．しかし，スコットランド北部で50個体以

上（Swift and Racey 1983；Entwistle et al. 2000)，イングラ

ンド北東部で 150個体以上（Billington 1993)という報告

もあり，ニホンウサギコウモリについても北海道の人工

建造物において，最大 126 個体の出産保育コロニーが報

告されている（佐々木ほか2006）．

Swift（1998）はウサギコウモリの出産保育コロニーの

サイズと緯度との間に関係があることを述べており，体

温調整能が十分に発達していない幼獣を冷気から保護す

るために高緯度，つまり寒冷な地域ほど大きな集団を作

り，コロニー内を幼獣の発育に適切な温度に保っている

と述べている．また，授乳中のメスにとってもコロニー

サイズを大きくし，ねぐら内の温度を保つことで体温調

節のためのエネルギー消費を抑えていると考えられてい

る（Swift 1998）．ニホンウサギコウモリについては，国

内の既存報告では研究例が少なく，また洞穴内や人工建

造物内での微気象を評価することが困難なため，緯度や

温度とコロニーサイズの関係性について検討することが

できなかった．今後，ニホンウサギコウモリの出産保育

コロニーに関する知見を収集・解析することで，緯度や

温度とコロニーサイズとの間に関係性がみられる可能性

がある．

4．初産年齢と齢別繁殖率

コウモリ類の性成熟および初産年齢については，単胎

性種ほど初産年齢が高く，多胎性種ほど初産年齢が低く

なることが指摘されている（船越1991）．日本では，1産

2子または 2子以上である多胎性種は，ヒナコウモリ科

のアブラコウモリ（Pipistrellus abramus）（内田1966），ヒ

ナコウモリ（Vespertilio superans）（Funakoshi and Uchida

1981）およびヤマコウモリ（Nyctalus aviator）（前田1973）

などが知られており，これらの種においては出生翌年に

満 1歳での初産が報告されている．一方，同じくヒナコ

ウモリ科のモモジロコウモリ，ユビナガコウモリおよび

ノレンコウモリは 1産 1子の単胎性種である．モモジロ

コウモリの初産年齢は多くが満 2 歳以上（庫本ほか

1988），ユビナガコウモリの初産年齢についても満2歳ま

たは満3歳（庫本ほか1995）と報告されており，多胎性

種よりも性成熟までの期間が長い．しかし，ノレンコウ

モリの初産年齢は満 1 歳であることが報告されている

（庫本ほか 1988；Funakoshi 1991）．また，科が異なるが

単胎性種であるキクガシラコウモリの満 1，2，3歳獣の

平均妊娠率は，それぞれ13.1％，49.5％，95.2％であり，

満 4歳以上にならないとすべてのメスは妊娠しないこと

が報告されている（佐野 2001）．庫本ら（1988）も，キ

クガシラコウモリの出産開始年齢は満 2歳以上であるこ

とを述べており，単胎性種の中でも晩熟傾向が強いこと

を示している．単胎性種であるウサギコウモリの初産年

齢は，ヨーロッパでは満 2歳または満 3歳と報告されて

いるが（Stebbings 1966；Swift 1998），本調査地のニホン

ウサギコウモリは満 1歳または満 2歳であり，ヨーロッ

パの例よりも低かった．本研究の例は単胎性種としては

初産年齢が低い例といえる．本調査地においては，満 1

歳で帰還した個体のおよそ半数が母獣であった．Racey

（1982）は，当歳獣の繁殖関与の可否は出生年の秋までの

栄養条件が影響することを指摘しており，本調査地にお

ける個体間の初産年齢の違いも，栄養状態の違いによる

可能性がある．
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Appendix 1. Reproductive condition of recuptured bats during this study

Colony Band No. Sex 2003 2004 2005 2006 2007

A

NCF0102 ♀ ○ ● ● ●

NCF0183 ♀ ○ ● ● ●

NCF0197 ♀ ○ ● ●

NCF0133 ♀ ○ ●

NCF1265 ♀ ○ ●

NCF2528 ♀ ○ ●

NCF2530 ♀ ○ ●

NCF0151 ♀ ○ ▲ ● ●

NCF0155 ♀ ○ ▲ ● ● ●

NCF0181 ♀ ○ ▲ ● ● ●

NCF0193 ♀ ○ ▲ ● ●

NCF0198 ♀ ○ ▲ ●

NCF0131 ♀ ○ ▲ ●

NCF0164 ♀ ● ● ● ● ●

NCF0152 ♀ ● ● ● ● ●

NCF0154 ♀ ● ● ● ●

NCF0156 ♀ ● ● ●

NCF0161 ♀ ● ● ●

NCF0153 ♀ ● ●

NCF0173 ♀ ▲ ●

NCF0158 ♀ ● ● ●

NCF0180 ♀ ▲ ●

NCF0186 ♀ ● ●

NCF0108 ♀ ● ● ●

NCF0187 ♀ ● ●

NCF0188 ♀ ● ●

NCF0124 ♀ ● ● ●

NCF2513 ♀ ○ ▲

NCF2520 ♀ ○ ▲

NCF0178 ♂ □ ◇

B

NCF2527 ♀ ○ ●

NCF2545 ♀ ○ ●

NCF0170 ♀ ● ● ● ●

NCF0167 ♀ ● ● ●

NCF0174 ♀ ● ● ●

NCF0115 ♀ ● ● ● ●

NCF0112 ♀ ● ● ●

NCF0113 ♀ ● ●

NCF0136 ♀ ● ●

NCF0144 ♀ ● ●

NCF0145 ♀ ● ●

NCF0169 ♀ ● ● ●

C

NCF1288 ♀ ○ ● ● ●

NCF2515 ♀ ○ ●

NCF2578 ♀ ○ ●

NCF0109 ♀ ○ ▲ ● ●

NCF1259 ♀ ○ ▲ ●

NCF1299 ♀ ○ ▲ ●

NCF0192 ♀ ● ● ● ●

NCF1291 ♀ ● ● ● ●

NCF2576 ♀ ○ ▲

NCF0123 ♀ ▲ ● ●

NCF0116 ♀ ● ● ●

NCF1254 ♀ ● ● ●

NCF2580 ♀ ● ●

NCF2516 ♀ ●

NCF1282 ♂ □ ◇

D
NCF1260 ♀ ● ●

NCF2558 ♀ ● ●

NCF2561 ♀ ● ●

○ , Infant female; ● , Mother; ▲ , Immature female; □ , Infant male; ◇ , Male.
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ABSTRACT

Structure of nursery colonies and reproductive traits of the Japanese long-eared bat, 

Plecotus auritus sacrimontis

Satoko Yoshikura1,*, Koichi Murata2, Takashi Miyake3, Makoto Ishihara4, Yuzo Nakagawa5 and Takashi Kamijo1

1Graduate School of Life and Environmental Science, University of Tsukuba, 1-1-1 Tennodai, Tsukuba, Ibaraki 305-8572, Japan
2Department of Wildlife Science, College of Bioresource Science, Nihon University, 1866 Kameino, Fujisawa, Kanagawa 252-8510, Japan
3Network for Shizuoka Prefecture Museum of Natural History, 10-13 Mikadodai, Shimizu, Shizuoka 424-0878, Japan
4Forest Science Museum of Yamanashi Prefecture, 1760 Kamiichinose, Minamiarupusu, Yamanashi 400-0317, Japan
5Nature Photographer, 314-1 Koasumi, Fujiyoshida, Yamanashi 403-0002, Japan

*E-mail: kurabat418@yahoo.co.jp

This study aimed to describe the nursery colony structure of the Japanese long-eared bat, Plecotus auritus sacrimontis.  We

investigated four colonies over five years by the banding-recapture method in Shizuoka and Yamanashi Prefectures, central Japan.

We analyzed yearly changes in colony composition and size, sex ratio, roost fidelity and age of first pup-birth.  Colonies were com-

posed of 7–33 individuals, mainly mothers, immature females, and infants of both sexes, although a few adult males were also

found in these colonies.  The mean sex ratio (male:female ratio) of infants was 0.54, while that of adults was 0.01.  Roost fidelity

differed remarkably between males (3.6%) and females (54.5%).  Most banded infant males did not return to their natal colony.

On the other hand, return rates of banded infant females were 78.9%, 16.7%, 63.6% and 0%.  Females had their first young when

they were one or two years old.

Key words:  Plecotus auritus, nursery colony, roost fidelity, age at first pup-birth
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